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金澤欝科大學耳鼻咽喉科教室（主任松田教授）
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第1章 緒  言

第2章 検査方法軸二被糠人員

第3章 遺傳型式ノ数理的観察及ピ英ノ成績

次

第4章 文献加二総括

第5章 結  論

   主要文献

               第1軍 緒   言

 聾唖二關スル問題，殊二共ノ豫防皇就キテノ闘心ハ費二耳馴因喉科領域ノミナラズ，痂L禽

衛生學的見地ヨリシテモ閑却スベキモノニ非ザルナリー面シテ之ガ臨沐的或ハ病理學的研

究，延テハ其ノ護士防止二就キテノ研鎖ハ跣二先進諸家ニヨリ多大ノ努力ヲオシマレサリシ

所ニシテ，著者モ亦石黒・前田面學土ト共二昭和ク年以來北陸地方二於ケル聾唖免ノ研究ヲ

綾ケ，其ノ炎、壷、原因二就キテノ観察ヲモナシ，聾唖護士豫防二關シ知見ヲ護表セリ．印チ著

者ノ検索セシ聾唖兄8i名申後天性聾嚇34名アリ，之ヲ護主原因二從ヒテ分類スレバ腱膜及臓

疾患最多ニシテ9名，中耳炎之二家ギ7名ニシテ，以下外傷6名，麻疹5名，狗儀病，肺炎

各2名，腸チフス，百日辱，脛骨髄炎各コ名ニシテ之等ハ治療欝學ノ根本方針二從ヒ，一定

度ノ豫防ヲナシ得ルゴトヲ附言セリ．文先天性聾臨ト看徴スベキモノ仰角アリ，殊二共ノ家

族的關係二就キ詳細ナル調査ヲ行ヒ，遺像的因子ノ存在スルコトヲ確カメ，共ノ血族結婚ニ

コル護生頻度ノ大テルハ識者ノ共二留意スベキヲカ読セルモ，遺偉型式二闘スル数理的検索

ヲ行ハザリキ．一疾患ガ劣性遺偉テリヤ否ヤノ制定ノ爲ノ統計分析法ハ優生學上極メテ重要

ニシテ，著者ハ裁二調査セル先天性聾唖ノ家系調査ヲ基礎トシ，共ノ数理的決定ヲ行ヒ，先

人ノ業綾二補遺スル所アラントス．

            第2章検査方法並＝。被検人員

 跣二述ペタルガ如ク遭簿的關係二就キテノ調査ハ遠ク藪代二洲リ精密ナル調査ヲ行ブニアラザレパ正確

ナル勘定ヲ下ス能ハズ．違ク組先二開シテ系統的追及ヲナスハ殆ソト不可能ニシテ2，3代ノ調査スラ難事

ナルコト勘カラズ．之ヲ以テ断ズズルノ上ムナキハ諸學者ノ齋シク嘆ズル所ナリ．著者ノ調査材料ハ石川

縣立聾唖學核昭和7年度在學全兄董及ピ昭和8年，昭和g年度入學兄董前二昭和7年6月以降同g年10月

迄ノ本學耳鼻咽喉科教室外来ヲ訪レタル聾唖ニシテ，英ノ保護者ヨリ既往歴，家族歴ヲ間診シ，先天性聾

嘔ト認定サレタルモノニツテ，家族的麗係ノ明瞭ナルモノ39名ヲ撰澤セリ．（第3表）
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        第3章 遺傳型式ノ数理的観察及ビ臭ノ成績

 先天性聾唖遺偉型式ノ決定ハLenzノ間接法ノ範犠二溺スル本學衛生學教室古屋教授ノ方

法ニョレリ．

 師チ實測二於テ，英ノ家族敷ヲnトシ，一家庭ノ同胞数ヲSトシ，英ノ中ノ聾唖数ヲγト

スレバ

       r       、。 ハ實例ニョリテ得ラレクル同胞申ノ聾唖護見率ナリ・

 之ヲp’トセバ

         r      P’二一         sn
 総ルニ確率ノ側ヨリ考ベテpヲ患者護見ノ理論上ノ確率トシ，gヲ健康者護見ノ理論上ノ

確率トセバ

      ＿」二＿＝＿＿＿＿P．  ＿
       m  〔P＋q）H－qs

      P」二一… P ＝＿上一
        sn  〔P＋q）H－q目  1－qH

      P＝P’（1－q円）

 印チ假二求ムル疾病ガ劣性遺傷病ナリトセバ實測ニヨリ得ラル・ 第エ表

p㌧直二（1－gs）ヲ乗ゼバ豫期値p二近キ値ヲ得．コノ（1－gs）ハ

豫メ計算シオクドキハ便利ニシテ，各同胞敬二於ケル数値ヲ示セパ

第1表ノ如シ．

 而シテ本法ニコル著者ノ観察例ノ測定ヲ行ヒシニ第2表ノ如キ結

果ヲ得タリ．

 師チM＝23－47％ニシテ豫期値25老トノ差1．53名，英ノ誤差3x

L1％二比シ髭二紗ク，本式綾ヲ以テセバ先天性嚢腫ノ遺侮ハ劣性

ナリト断定スルヲ得ベシ．

              第    2    表

s 1－qs

1 O．250

2 0．438

3 O．578

4 O．684

5 0．763

6 0．822

7 O．867

8 O．900

9 0，925

s n I＝ P！ P！（1一円昌）

1 7 7 1．O00 O．250

2 4 4 O．500 O．219
M！O．23里7

3 7 7 O．333 O．192
（二・23．47％）

4 6 9 O，375 O．257
σ＝O．067
（＝6．7％〕

5 4 7 0，350 O．267
m＝O．011

6 3 4 0．222 0．182
（＝1・1％〕

7 5 12 O．343 0．297

8 2 3 0．188 O．169

9 1 2 O．222 O．205
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第3表白験症例摘鋒表
瓢姓鯛敷同胞敷1脇糠 症例

姓 聾堕敷同胞敷磯ノ鱗
■■一．1          一一

1 小原 1 5 21 本田 1 2

2 小松
工 5 22 小野 1 3

3 川環 1 3 健兄妖 23 圓保
1 2 従兄妹

4 齊藤 2 4 24 廣瀬 2 6

5 朝見 1 1 25 束海林 1 3 健兄妹

6 村本 2 5 從兄妖 26 埜村
1 2

7 今村 2 5 27 野形 1 1 礎兄蛛
8 榮 1 6 28 森田 1 1 從兄嫁
9 脇坂 4 7 従兄妹 29 松中 3 5 從兄妹
10 三野 1 1 30 上木 1 3

11 町 2 8 従兄蛛 31 野本 1 3 遠 織
ユ2 辰本 1 4 32 酒井 1 6

13 官地 1 1 33 佐藤 2 7

14 川岸 1 3 從兄妹 34 出雲 1 4

15 松村 1 8 35 田申 2 9 従兄妹
16 橋本 4 7 遠 綴 36 出野 1 7

17 吉野 1 4 還 総 37 橘 1 3 從兄嫁
ユ8
今川 2 4 38 毛登 1 2

19 吉本 1 7 39 申村
ユ 1

20 角地 1 1

          第4章文蘇並二総括

 Hamme脂chlagガ聾唖分類二當リ遺偉蟹退性聾唖ヲ記載シ，Denkerモ亦此ガ先天性聾嚥

中ノ重要ナル地位ヲ占ムルモノナリト唱ヘシ以來，聾嚥ノ遺侮或ハ血族結婚ニヨル護生頻度

ノ著シキハ人ロニ瞼灸セル所ニシテ，之ガ記載亦妙カラズ．共ノ遺偉型式ノ決定二就キテモ

A1亨rechtハ150人ノ同胞申49名ノ聾唖者帥チ32・66劣ノ遺侮率アリトシ・Met乞k蘭モ40名ノ同

胞申18名ノ聾唖，自ロチ45劣ナル結果ヲ得タルモ，聾唖ノ劣性遺偉ノ決定昌大ナル誤謬ヲ來セ

リ．OrtハAlbrecht等ノ調査ハ聾噸ヲ多護セル家系二邸セラレタ爲皇一方的選揮二陥レルモ

ノニシテ，此ノ如キ百分奉ノ大ヲ來シタルモノニシテ，彼ハ聾唖學校生徒ノ先天性ナルモノ

ヲ選ビ，Weinberg／ProbandenmetbOde二從ツテ計算シ，22．4劣ナル比率ヲ得，劣性遺侮ノ

豫期値25％二近ク，聾唖ハ劣性遺偉ヲナスト構セリ．最近田中氏ハ九大耳鼻咽喉科教室入院

及ビ外來患者中ノ先天性聾晒並二稲岡縣立聾嚥學校在學生徒申ノ北天性ナルモノ104例二就

キWcinberg／Probandenmethodc二則リ

   〔（η一ユ）十（r2－1）十（r3一1）十・・…1〕：〔（1〕’一］）十（P～一1）十（Pヨー1）十…1・・〕
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    （但シpl，p・，pl……ハ各家族ノ子女数，正1，r！，工3……ハ罹患者数ヲ表ハス）

 ナル式皇テ計算シ20．92宕土6．16％ナル結果ヲ得賂ボ100二蟄スル25，師チ25％昌近キ割合

トナリ，数理上劣性遺侮二準スベキモノナリト云ヘリ．

 然レ共Weinbe正g／Probandenmethodeハ劣性遺偉昌關スル限リ非難多ク，恵者数ノ1名

ナル場合ハ除外サレ，罹忠人員ノ多数ナル場合ノミ統計中室言十算サル・ヲ以テ，不自然ナル

選鐸ヲ敢テセラレ，從ツチLe㎜ノ指摘セル如ク患者敷ノ減少ヲ來スモノナリ。

 L㎝zノ間接法二基ヅク古屋氏法ハp＝p’（レq）ニシテ實測ニヨリ得ラレクル恵看護見率呂

合理的ナルー定ノ補修ヲカロヘタルモノニシテ，同氏ハ小口氏病ノ遺僅型式決定二當リ本法皇

ヨリ24・79％±3x1・458名ナル豫期値25劣二極メテ近キ値ヲ得，英ノ劣性遺偉ナルコトヲ確

認セリ．著者モ亦本法皇從ヒテ先天性聾唖ノ追懐型式ノ数理的測定ヲ行ヒ，23．4秘士3・3％

ナル値ヲ得，共ノ劣性遺侮ナルコトヲ認メタリ．

               第5章結   論

著者ハ39例ノ先天性聾嘘ノ遺偉型式ノ決定昌當リ，古屋氏法皇ヨリ数理的測定ヲ行ヒ

   23．47％±3．3老

ヲ得，英ノ劣性遺偉ナルヲ確認セリ．

 補筆スルニ臨ミ，御指導御較闘ヲ賜リタル松田教授館二歩犬ナル御教示ヲ辱ウシタル古屋教授二深謹ナ

ル謝意ヲ表ス．

                主 要 文 厭

1）古屋，圏學統計法ノ理論ト其ノ懸用．  2）田中，日本人頭唖二開スル遺傳生物學的研究．大目

本耳鼻咽喉科曾報．第39巻，11観、  3）基田，石黒，前田，北陸地方二於ケル録魎鬼ノ硫究ゴ第

1，第2，第3。十全曾雑誌、
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